





















･(r)- 言 r21 :r3+ ･･･ (K,0･α>0)
のときは,温度を上げると膨張する｡ これはポテンシァルの非対称性からも明らかである｡
他方でα>0であるような格子のソリトンは圧縮 (収縮)パルスである｡ 指数格子




























少n-cosh2" 花J )+ccosh2βt･ C-coshK2
で与えられる. 固定端 n-0の力はfo-fl . 力積は
I.-1;f｡dt-詰 log付 言=_∞ 晋 β-2p
すなわちソリトンの運動量の2倍である(弾性衝突なので運動量の2倍なのである)0
Cx⊃












と書ける｡ ここでL'は )のある関数,βはKのある関数で, 人はKとdnの母数の関数であるo
l周期にわたる平均は
dn22KL,i-yll/ydn2(2Kリt)d.チ0
でありIfn- 0 . これは外圧がないことを意味するO 上式の sech2はソリトンであって,
Cく)












fn- ae-bro(e-A(r-ro)- 1)+ a(e-bro-1 )
この右辺第 1項はソリトンによる応力,第 2項は格子の伸びによる応力を意味するので`あるが
くわしいことは省略する｡












と書けるO一般の2個のソリトンの正面衝突 (Kl,K2>0;β 1>0,β2- -β2<0)では
1 ,kl~ K 2
少n-盲cosh cosh[(kl+K2)n一一(β1+β21t]
l Kl+ K 2
+盲coshrr- cosh[(K1-K2)n-(β了β2)t]
K I K 2 -
= coshTcoshT cosh(Kln -βli)cosh(K2n+β2t)
KI K2 ′-
-sinhT sinhT sinh(Kln-β1t)sinh(K2n+β2t)
また追いつき衝突 (Kl,K2同符号 :β 1･β2同符号 )では
K I K 2
すn-coshT sinhTcosh(Gln- βli)cosh(ん2n-β2t)





f£ 1)-針 S '2 -- 車 中 2 92cosh2 γ 1
- (C仁 C2) C … S… 3 2 Sinh 2 γ 1 ]
fi2)-許 '92輔 車 …sfsinh2 γ2
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ソリトンの運動量,その他


















少 n - detB In











これから(簡単のためa- A -7n- 1とする)





















E -∑ 芸 最 ･与 [言 (e~brn - 1)+ar n ]
31 (sinhk｡｡shK" )b
である｡
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